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1. はじめに 

 モータリゼーションの進展とともに，とくに都市

部においては道路混雑が発生しており，移動時間の

増大や環境への負荷が大きくなるといった問題が発

生している．河川ネットワークを利用した交通手段

を取り入れることは効果的な策の一つであるが，国

内では日常的に利用される水上交通が少ないため，

知見が不足している．本研究では日常的に利用され

ている大阪市営渡船 1)を例に，水上交通の活用可能

性と導入に際しての知見を得ることを目的とする． 

2. 大阪市営渡船の概況 

 大阪市営渡船は市の南西部 8 ヶ所において無料で

運航されている渡船であり，うち 7 ヶ所が大正区に

ある（図 1）．渡船は道路法の扱いを受けるため道路

の一部であるが，運航本数も多く，河川を利用した

交通手段の一つとして十分に機能していると言える． 

 
図 1 渡船場の位置※1 

3. 分析手法 

 本研究では，北恩加島・鶴町間を結ぶ千歳渡船（写

真 1）と南恩加島・南津守間を結ぶ千本松渡船（写真

2）の渡船場周辺を対象地域とする（以下，千歳，千

本松と表記）．この 2 つの渡船は航路と並行して橋が

架かっており，バス路線が通っていることが特徴と

なっている． 

 
写真 1 千歳渡船※2 写真 2 千本松渡船※2 

 この 2 つの渡船の利用実態を把握するために，ま

ず第 1 回アンケート（表 1）を行った．ここでは，利

用の有無，頻度，目的などを質問している． 

次に，第 1 回アンケートの結果から目的地を設定

し，河川を縦断する水上交通（以下，水上交通と表

記）も利用できると仮定した場合の交通手段選択と，

水上交通の運賃・本数が変更された場合の利用意向

を尋ねる第 2 回アンケート（表 1）を行った． 

表 1 第 1 回・第 2 回アンケートの要項 

 

4. 渡船の利用実態 

 アンケートより約 80%の人が渡船を利用したこと

があると回答した．回答者の年齢は 50 代以上が 60%

以上であった．また次頁の図 2 が示すように，半数

以上の人が買い物目的で利用していると回答した．

千歳渡船では近くに大病院があることから，通院目

的での利用も見られた． 

キーワード：水上交通，渡船，大阪市 

連絡先：〒240-8501 神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-5  TEL/FAX：045-339-4039 

配布日

調査方法

配布方法

配布場所 千歳 千本松 千歳 千本松

配布部数 1,050 1,250 800 800

回収数 233 169 80 77

回収率 22.2% 13.5% 10.0% 9.6%

記入式
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1 天保山渡船 

2 甚兵衛渡船 

3 千歳渡船 

4 落合上渡船 

5 落合下渡船 

6 千本松渡船 

7 船町渡船 

8 木津川渡船 
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図 2 渡船の利用目的（複数回答可） 

5. 水上交通の選択要因 

 第 2 回アンケートでは，2 つの渡船場ごとに 4 ヶ所

の目的地を設定し，渡船，水上交通，バス，自転車

の 4 つの交通手段から目的地ごとに選択してもらっ

た．なお，水上交通のイメージは図 3 の通りで，運

賃・本数は渡船と同じであると仮定している． 

 
⇔…渡船のイメージ（横断） ⇔…水上交通のイメージ（縦断） 

図 3 渡船と水上交通のイメージ 

また，自転車以外のいずれかを利用して，もっと

も早く目的地に着くことができる交通手段を利用し

た場合の所要時間を最短所要時間と定義する． 

水上交通とバスについて，交通手段が選択された

割合を縦軸に取り，最短所要時間を横軸に取ったグ

ラフは以下のようになった． 

 
図 4 水上交通とバスの選択割合 

図 4 が示すように，最短所要時間が長くなるにつ

れて水上交通の選択割合は低くなっていくことが分

かる．これは，現在の渡船が短時間の乗船であるこ

とから長時間の乗船に慣れておらず，快適さや揺れ

の影響などが不明確であったことが原因の一つであ

ると推察される．同様にバスの選択割合は高くなっ

ていくことが分かるが，設定した目的地への移動手

段として，すでにバスでの移動が確立していること

から得られた結果であると推察される． 

 次に，運賃・本数を変更した場合の水上交通の選

択割合を図 5 に示す．0 円・25 分おきから，運行間

隔を 5 分短くするごとに 100 円ずつ増やしていった． 

なお，300 円・10 分おきでの選択割合は 1%以下であ

ったため，このグラフでは割愛する． 

 
図 5 水上交通の選択割合（運賃・本数変更時） 

 本数を増やしても運賃が高くなると選択割合が低

くなっていることが分かる．これは，現在の渡船が

無料で運航されているため，類似した交通手段に対

して運賃を支払うことへの抵抗が大きいことを示し

ている． 

6. おわりに 

 本研究において，千歳渡船と千本松渡船の利用実

態をアンケートから明らかにした．しかし，聞き取

り調査ではないため，回答者層に偏りが生じた．そ

のため，通勤や通学の需要はここで示された以上の

ものがあると考えられる． 

 また，本研究では河川を縦断する水上交通の導入

に際しての知見として，最短所要時間と選択割合の

関係，運賃・本数と選択割合の関係をアンケートか

ら得た．この結果の地域差による差異を明らかにす

ることが今後の課題として挙げられる． 

なお，水上交通の長時間乗船には否定的な回答が

多く見られたが，社会実験などにより長時間乗船時

の快適さや揺れの影響などが明らかになると，結果

は大きく変わってくると考えられる． 
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